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平成２２年５月２４日（月） 

愛知県産業技術研究所 

尾張繊維技術センター 

担当 杉本、村井、吉村、加藤 

電話 ０５８６－４５－７８７１（代） 

愛知県産業労働部地域産業課 

技術振興・調整グループ 

担当 津本、木津 

内線 ３３６０、３３６１  未加工の織物 はっ水加工した織物 
（ダイヤルイン）０５２－９５４－６３４０ 

 

「水をはじく織物」の開発に成功しました 

この成果を技術講演会で発表します 
 

愛知県産業技術研究所は、特殊な表面加工による「水をはじく織物」の開発に

成功しました。 

 

 

 開発した織物の表面には、ナノ※１サイズの極めて薄い膜が一面に形成されてお

り、この膜が水をはじきます。  

 
この加工技術は、当地域が文部科学省の採択を得て実施する「知的クラスター

創成事業」（管理法人：科学技術交流財団）のなかで、高井教授・齋藤教授グルー

プ（名古屋大学）が発明した「SAM：自己組織化単分子膜」による「超はっ水効果」

を織物に応用したものです。 

 

 

 

 

愛知県産業技術研究所が、「知的クラスター創成事業」の成果を地域の中小企業

の方々へ積極的に技術移転する取組み「愛知ナノテクものづくりクラスター成果

活用促進事業」の中で、この新たな織物加工技術が生まれました。 

 

 

 

 この開発成果について、６月２日（水）に愛知県産業労働センター（ウインク

あいち）にて開催する技術講演会で発表します。 
 

 

 

 

 

１．開発成果の内容 

自己組織化単分子膜とは、材料表面に分子が規則正しく整列した、厚さがわずか数ナノメ

ートルの膜です。分子の種類を選択することで、水をはじく性質（はっ水性）を与えること

ができます。この技術を用いて織物にはっ水加工すると、はっ水加工として市場で実績の

ある樹脂加工※２と同じように水をはじくことが分かりました。一方、織物上に薄く付着す

る薬剤の量は、樹脂加工に比べて極めて少なく、薬剤の使用量低減や織物の風合いの維持

に貢献します。今回開発したはっ水加工は、衣料用織物だけでなく、産業用途の織物や工業

部材にも応用の可能性があります。 

下の図は、織物に水滴を落とした様子と、織物表面を観察した電子顕微鏡写真です。はっ



水性の客観的な指標として水滴接触角※３が用いられますが、今回開発したはっ水加工では

140°となり、これは従来の樹脂加工の 142°と同等で、未加工の 108°に比べて顕著なはっ

水性が表れました。 

今回開発したはっ水加工 従来の樹脂加工 未加工 

織物のはっ水状態 

 

 また、織物表面を電子顕微鏡で観察すると、今回開発したはっ水加工は厚さわずか数ナノメ

ートルの膜のため、未加工の場合と同じような状態です。一方で、従来の樹脂加工では、樹脂

が繊維を覆い、多量に付着しているため、織物本来の風合いを損ねる要因となっています。 

未加工 今回開発したはっ水加工 従来の樹脂加工 

織物表面の電子顕微鏡写真 

 

 

２．今後の展開 

本成果は「愛知ナノテクものづくりクラスター成果活用促進事業 技術講演会」において、

関心のある企業の方々や関係機関等に紹介します。また、今回の取り組みを足掛かりとして、

技術移転の対象を織物・繊維業界だけでなく、様々な産業資材業界に広げて支援してまいり

ます。 
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３．研究成果の発表 

「愛知ナノテクものづくりクラスター成果活用促進事業 技術講演会」 

（１）日  時：平成２２年６月２日（水）午後２時から午後４時３０分まで 

（２）場  所：愛知県産業労働センター（ウインクあいち） １１階１１０４会議室 

        名古屋市中村区名駅 4丁目 4-38   電話： 052-571-6131 

 

～本講演会の背景～ 

「知的クラスター創成事業」の成果を活用した新たな技術・製品開発に意欲ある企業の

方々を支援するため、愛知県産業技術研究所は、財団法人科学技術交流財団が平成２０年度

から実施する「愛知ナノテクものづくりクラスター成果活用促進事業」を活用して、技術移

転に向けた取組みを実施してきました。 

本講演会は、愛知県産業技術研究所で実施している技術移転のための取組みを、関心のあ

る企業の方々や関係機関等に紹介し、さらなる成果活用促進を図るため開催します。 

 

 

４．問合せ先及び申込先 

愛知県産業技術研究所 尾張繊維技術センター 

（１）担  当：加工技術室 杉本、村井、吉村、加藤 

（２）所 在 地：一宮市大和町馬引字宮浦３５ 

（３）電  話：０５８６－４５－７８７１ 

（４）Ｆ Ａ Ｘ：０５８６－４５－０５０９ 

（５）申 込 先：案内兼申込書をダウンロードしていただき、財団法人科学技術交流財団

へファックスまたはメールによりお申込みください。 

申 込 書 は 、 愛 知 県 産 業 技 術 研 究 所 ホ ー ム ペ ー ジ  Ｕ Ｒ Ｌ 

http://www.aichi-inst.jp/ からも入手できます。 

 

【用語解説】 

※１ ナノメートル 

   ナノとは、10 億分の 1です。1 ナノメートルは、1 メートルの 10 億分の 1、つまり 0.000000001

メートルになります。 

※２ 樹脂加工 

   衣料用織物に一般的に行われているはっ水加工法です。シリコンやフッ素を含む樹脂を溶かし

た液の中に、織物を通過させた後、ローラーで絞り、乾燥・加熱して加工します。これにより、

はっ水性のある膜が織物に付着します。 

※３ 水滴接触角 

   水滴接触角とは、材料表面と水滴の接触部がなす角度のことで、０～１８０°まであります。

水滴接触角の数値が大きいほど、水をはじくことを表します。 

http://www.aichi-inst.jp/

